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ヘッドライン　STEM/STEAM教育と化学
　STEM教育は，Science/ Technology/ Engineering/ Mathematics を統合的に学び，これ
らの知識や技能をもとにして，科学技術的なアプローチによってエビデンスにもとづいて問
題を解決し，課題をとらえ問題解決をはかるためのプロジェクト型学習である。アメリカで
始まり，現在各国で取り組まれている STEM教育は，社会の変化とともに，初期の頃に比
べて，ART/デザインなどの新たな領域を加えた STEAM教育のように概念を拡大し，教
育実践の内容も多様化している。本企画では，科学技術が進歩するこれからの社会に，これ
からの STEM/STEAM教育は何を目的にして，どのような資質・能力を育成し，どのよう
に実践していくことが求められるのか，現在の STEM/STEAM教育の状況や課題を整理
し，新学習指導要領での STEM/STEAM教育を展望し，化学における STEM/STEAM教
育のあり方を考察する。
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自動車誕生に貢献した化学の歴史と今後 井沢省吾
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次号ヘッドライン 自動車の化学

　中央大学は，1885（明治 18）年，18 人の若き法律家達によって「英吉利法律学
校」として創設され，現在では，8 学部，大学院 7 研究科，専門職大学院 2 研究
科，4附属高等学校，2附属中学校を擁する総合学園となりました。
　理工学部は，「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神に基づき，確実な基礎学
力と応用力を身につけるとともに，新しい課題への挑戦力をもつ，グローバルに活
躍できる人材の育成をめざしています。

表紙の言葉　中央大学


